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2022年９月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2021 年 11 月 12 日に公表した 2022 年９月期第２四半期累計期間（2021 年 10 月１日～2022 年３

月 31日）の連結業績予想と本日公表いたしました実績値との差異につきまして、下記の通りお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１．2022年９月期第２四半期累計期間の連結業績予想値と実績値との差異 

（2021年 10月１日～2022年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 2,520 126 126 84 28.01 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 2,547 187 186 127 42.76 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 27 61 60 43  

増 減 率 （ ％ ） 1.1 48.4 47.6 51.2  

（ご参考）前  期  実  績 
（ 2 0 2 1 年９月期第２四半期） 

2,254 175 175 121 39.70 

 

２．差異が生じた理由 

  当社は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大や世界的な半導体不足の影響等の不安定要素を加味し、

前回発表の通り 2022年９月期第２四半期累計期間の連結業績予想を公表しておりましたが、国内企業のＤ

Ｘ推進を背景に、システム開発及びインフラ構築に係る需要は旺盛な状況を維持しており、システムイン

テグレーション事業セグメントにおいて売上高が前回発表予想を上回る結果となりました。また、システ

ムインテグレーション事業セグメントの元請け比率につきましても、第１四半期から第２四半期にかけて

21.9％から 24.3％と堅調に推移しており、売上総利益の増加に繋がりました。さらに、エンジニア工数の

効率的な稼働に加え、出張費や消耗品等の経費削減に努めた結果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰

属する四半期純利益が、前回発表予想を上回りました。 

 



 

３．2022年９月期通期（2021年 10月１日～2022年９月 30日）の連結業績予想 

  2022年９月期通期の連結業績予想数値につきましては、引き続き、長期化している新型コロナウイルス

感染症の影響や世界情勢、及び、半導体不足の影響等を鑑み、現時点においては 2021年 11月 12日に公表

した数値を据え置いております。今後、状況の進展及び事業の進捗を踏まえ、修正が必要な場合には直ち

にお知らせいたします。 

以 上 


